
３／３０（水）の行事

報道発表資料の配付日時 ３月２８日（月）１６時００分

発表項目（行事名）「北海道畑作農業の持続的発展を考える懇談会

（第４回）」の開催について

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者
の お 知 ら せ

発表場所

概 要 令和３年３月に道が策定した「第６期北海道農業・農村振興推進

計画」に基づく今後の北海道における畑作農業のあり方について、

具体的な取組手法を含めた検討を行うため、「北海道畑作農業の持

続的発展を考える懇談会（第４回）」を次のとおり開催します。

記

１ 日 時 ３月30日（水）10：00 ～

２ 場 所 第２水産ビル８Ｆ ＢＣ会議室

（札幌市中央区北３条西７丁目）

３ 参 集 北海道大学農学研究院 小林国之准教授

北海道農業協同組合中央会 平田靖農政対策部長

ホクレン農業協同組合連合会 長谷川幸男農産部長

〃 跡部敏郎種苗園芸部長

〃 高岡健介てん菜業務部長

北海道農政部 新井健一生産振興局長

４ 議 題

（１）北海道畑作農業の持続的発展に向けて（最終とりまとめ）

について

（２）その他

参 考

報 道 ( 取 材 ) 取材当日はマスクの着用等にご協力いただくとともに、発熱や咳等
に 当 た っ て の症状がある場合は取材をお控えいただきますようお願いします。
の お 願 い

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)
と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 農政部生産振興局農産振興課てん菜馬鈴しょ係
（ 連 絡 先 ） （担当者：豊口、片山）

ダイヤルイン：011-204-5434 内線：27-709



北海道畑作農業の持続的発展を考える懇談会 開催要領 

 

（名称） 

第１条 この会は、「北海道畑作農業の持続的発展を考える懇談会（以下、「懇談会」とい

う。）と称する。 

 

（目的） 

第２条 懇談会は、本道畑作農業の農家戸数の減少に伴う経営規模拡大への対応や輪作体

系の維持・改善、新型コロナウイルス感染症の感染拡大等による新たな生産・販売環境

に適応しうる持続的な生産を進めるため、本年３月に策定した第６期北海道農業・農村

振興推進計画に基づいた今後の北海道における畑作農業のあり方について、関係者が集

まり、具体的な取組手法を含めた検討を行うことを目的として開催する。 

 

（構成） 

第３条 懇談会は、別表１に掲げる団体・機関及び学識経験者をもって構成する。 

 

（会議） 

第４条 懇談会には座長を置く。 

２ 会議は座長と協議のうえ、北海道農政部生産振興局農産振興課が招集する。 

 

（ＷＧ） 

第５条 懇談会の円滑な運営に向け、ワーキンググループ（以下、「ＷＧ」という。）を設

置する。 

２ ＷＧは、別表２に掲げる団体・機関をもって構成する。 

３ ＷＧにはグループ長を置き、北海道農政部生産振興局農産振興課長がこれにあたる。 

４ ＷＧはグループ長が招集する。 

 

（事務局） 

第６条 懇談会及びＷＧの事務局は、北海道農政部生産振興局農産振興課とする。 

 

（その他） 

第７条 座長及びグループ長は、懇談会及びＷＧの開催にあたり、必要に応じて関係者の

出席を求め、意見等を求めることができるものとする。 

２ この要領に定めるもののほか運営に必要な事項は、座長が別に定める。 

 

附則 

 この要領は令和３年５月２０日から施行する。 

  



別表１【懇談会】 

団体・機関等 役職等 

学識経験者 （北海道大学大学院農学研究院 

地域連携経済学 准教授） 

北海道農業協同組合中央会 

 

農政対策部長 

ホクレン農業協同組合連合会 農産部長 

種苗園芸部長 

てん菜業務部長 

北海道農政部 

 

生産振興局長 

【オブザーバー】 

農林水産省北海道農政事務所 

 

生産経営産業部長 

 

 

 

別表２【ＷＧ】 

団体・機関等 役職等 

北海道農業協同組合中央会 

 

農政対策部（米穀農産担当） 

ホクレン農業協同組合連合会 農産部（麦類課、雑穀課、でん粉課） 

種苗園芸部（玉ねぎ馬鈴しょ課、種苗課） 

てん菜業務部（てん菜業務課） 

北海道農政部 生産振興局（農産振興課） 

  ※座長は必要に応じて出席 


